
音更町十勝川温泉地区デザイン街路灯 LED 化業務公募型プロポーザル審査要領

１ 企画提案書の事前配布

企画提案書は、事前に審査会委員に配布する。

委員は、あらかじめ企画提案書に目を通し、審査・ヒアリングに備えるものとする。

２ 企画提案審査

（１）参加事業者の能力及び適格性を確認するためプレゼンテーション及びヒアリングを

実施し、総合的な審査を行う。

（２）企画提案審査は１事業者ずつの呼び込み方式とする。Web 会議サービス等による説

明員のオンライン参加を可能とするが、出席者総数は４人以内とする。

（３）企画提案書に基づいた内容とし、追加での提案説明や資料配布は認めない。

（４）企画提案審査開始時刻までに会場に来なかった場合は、選定から除外する。

（５）事業者の説明時間は 30 分以内（プレゼンテーションは 20 分程度、ヒアリングは 10

分程度）とする。

３ 評価項目、評価事項及び配点

別紙１「企画提案審査調書」のとおり

４ 審査手順

（１）審査前の準備

事務局は、審査会の各委員に対し、事前に審査の視点や手順について説明を行う。

（２）審査

委員は、それぞれの事業者の企画提案審査の間及び企画提案審査終了の都度、審査

を行う。

（４）企画提案審査調書の提出

委員は、全事業者の企画提案審査終了後、再度、全事業者の評価を確認し、評価の確

認終了後、作成した企画提案審査調書を事務局に提出する。

（５）集計

事務局は、各委員から提出された企画提案審査調書の結果を、別紙２「企画提案審

査調書集計表」に集計した上で、各委員の合計点数を委員数で除した点数（小数点第

二位以下切捨）を「総合評価点」とし、委員長に報告する。

５ 優先交渉権者の選定方法

総合評価点が最も高い事業者を最優秀提案者とし、優先交渉権者に選定する。

ただし、総合評価点が 60 点未満の場合は、出席する全委員の合意が得られる場合に

おいてのみ、最優秀提案者に選定とする。

総合評価点が最も高い者が２者以上あるとき（同点のとき）は、審議会委員の多数

決により優先交渉権者を決定する。同数の場合は、委員長が決定する。



別紙1　企画提案審査調書

A者 B者 C者 D者

1 経営体制 10

2 業務実績 10

3
事業計画の
実現性

5

4 機器性能 15

5
品質管理・
安全管理

10

6 維持管理 10

7
経済波及
効果

5

8 環境配慮 10

9 コスト 15

10 提案全体 10

100

審議会委員は、各評価項目について、次の採点基準に応じて採点を行う。

ただし、評価項目10「コスト」については、次の計算式により算定を行う（小数点以下切捨）。

審査業務名 音更町十勝川温泉地区デザイン街路灯LED化業務 審査委員名

評価点

経営状況が良好であり、長期にわたって事
業を円滑かつ確実に遂行できる体制が整っ
ているか。

地方公共団体での街路灯LED化及び賃貸借の
実績があるか。

本業務の目的を十分理解し、実現性のある
具体的な計画及びスケジュールを提案して
いるか。

LEDランプは、規格、点灯性能及び省エネ性
能ついて仕様書の要件を満たした国内メー
カー製品であるとともに、街路灯としての
採用実績があるか。

事前調査、物品調達及び施工において、品
質管理及び安全管理体制が明確であり、工
事履行に対する信頼性があるか。

緊急時、災害時等に早急に対応できる体制
が確保されているか。製品に関する事故、
トラブル等に対する安全対策が図られてい
るか。

地元業者の活用が図られているか。

廃棄物の処理及び再利用計画が具体的かつ
充分であるか。

事業費が提案限度額の範囲内で、業務執行
上適正な価格であるか。

プレゼンテーションの内容が明確で、質疑
における応答は的確か。

合計

採点基準 配点５点 配点１０点 配点１５点
優れている ５点 １０点 １５点

やや優れている ４点 　８点 １２点
標準 ３点 　６点 　９点

やや劣っている ２点 　４点 　６点
劣っている １点 　２点 　３点

業務実施に係る最低提案価格
業務実施に係る当事者の提案価格

評価項目 評価事項 配点

評価点　＝ ×配点



別紙2　企画提案審査調書集計表

委員名 配点 者 者 者 者 者 特記事項

評価点

順　位

評価点

順　位

評価点

順　位

評価点 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

総合評価点 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

順　位

委員長Ａ

委員Ｂ

委員Ｃ

合　　計


